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の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
、
大
変

参
考
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　

具
体
的
な
編
集
に
つ
い
て
、

ま
ず
表
紙
写
真
に
つ
い
て
は
各

委
員
が
輪
番
で
担
当
し
て
各
号

に
設
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合

っ
た
写
真
を
準
備
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
は
１
人
１
ペ
ー
ジ
と
な

っ
て
お
り
、
質
問
者
本
人
が
原

稿
を
作
成
し
、
委
員
会
で
の
最

終
調
整
を
経
て
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
人
が
原
稿
を
作
成
し
、

レ
イ
ア
ウ
ト
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
本
人
の
意
に
沿
っ
た
内
容

の
紙
面
に
な
り
や
す
い
と
の
事

で
、
本
町
で
は
、
事
務
局
が
ま

と
め
て
い
る
た
め
、
本
当
に
議

員
本
人
が
伝
え
た
い
内
容
と
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
積
極
的
に
掲
載
す
る
な
ど

住
民
が
登
場
す
る
紙
面
づ
く
り

に
注
力
し
て
お
り
、
編
集
方
法

般
質
問
の
要
約
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
、
親

し
み
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
の
た

め
に
多
く
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
議
会
だ
よ
り
で
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
表
紙
デ
ザ
イ
ン
、
議

員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
用
語
説
明
等

に
加
え
、
住
民
の
登
場
ペ
ー
ジ

を
増
や
す
、
文
字
を
12
級
か
ら

14
級
に
大
き
く
す
る
な
ど
の
改

善
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
高
め
な
が
ら
、
議
会
で
の
議

論
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
声
を

よ
り
多
く
掲
載
し
発
信
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン

手
法
や
Ａ
Ｉ
、
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
編
集
等
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

編
集
に
つ
い
て
は
、
主
に
紙

面
の
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ

ザ
イ
ン
は
委
員
長
を
中
心
に
各

委
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
特

集
記
事
の
取
材
・
編
集
に
つ
い

て
も
各
委
員
が
行
っ
て
お
り
、

委
員
以
外
の
議
員
は
自
分
の
一

調 査 日：令和７年11月12日～14日

調査場所：沖縄県南風原町
沖縄県北中城村

委 員 長：菅野　清一 
副委員長：山家　恵子
委　　員：藤野　圭史、菅野　信一

－議会広報の編集等について調査－

住
民
主
役
の
広
報
紙

沖
縄
県
南
風
原
町

全
国
町
村
議
会

第
39
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
令
和
６
年
度
）

金
賞
受
賞
議
会

大
胆
な
レ
イ
ア
ウ
ト

沖
縄
県
北
中
城
村

全
国
町
村
議
会

第
38
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
令
和
５
年
度
）

奨
励
賞
受
賞
議
会
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に
よ
り
、
議
員
の
改
選
が
あ
っ

て
も
そ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

取
り
組
み
を
引
き
継
ぎ
、
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、「
わ
か
り
や
す
い
議

会
」、「
開
か
れ
た
議
会
」、「
行

動
す
る
議
会
」
を
基
本
理
念
と

し
、
６
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
毎
年
度
議
会
活
性
化
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
て
実
践

し
、
実
行
と
評
価
に
つ
い
て
全

議
員
で
協
議
し
、
政
策
提
案
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
高
校
生
と
定
期
的
に
意
見

交
換
会
を
行
い
、
そ
の
意
見
を

基
に
政
策
提
案
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
議
会
の
運
営
や
政
策
決
定

に
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
が
ら
慎
重
に
協
議
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

幕
別
町
議
会
で
は
、
委
員
会

活
動
の
活
性
化
と
政
策
提
言
が

で
き
る
議
会
・
委
員
会
を
目
指

し
、各
常
任
委
員
会
の
任
期（
２

年
）
の
間
に
、
所
管
す
る
事
項

か
ら
重
要
活
動
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
調
査
研
究
を
行
い
、
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議

会
の
公
開
性
や
町
民
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
議
会
報

告
会
や
団
体
と
の
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
団
体
と

の
意
見
交
換
会
は
、
団
体
か
ら

の
要
請
で
実
施
す
る
こ
と
が
多

く
、
主
催
は
各
常
任
委
員
会
で

す
。
実
施
後
は
参
加
者
か
ら
好

意
的
な
声
を
多
く
受
け
て
お
り
、

意
見
交
換
の
場
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
議

員
報
酬
、
定
数
に
つ
い
て
も
、

昨
年
11
月
よ
り
再
度
検
討
を
は

じ
め
、
町
民
の
声
を
大
事
に
し

　

芽
室
町
議
会
で
は
、
議
会
の

改
革
・
活
性
化
に
向
け
て
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
30
項
目

に
わ
た
る
具
体
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
は
議
員
が
主
体

的
に
実
施
し
て
お
り
、
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
こ
と

－議会改革の取組について調査－
調 査 日：令和７年11月４日～６日

調査場所：北海道幕別町
北海道芽室町

委 員 長：石河　ルイ 
副委員長：高橋　清美
委　　員：菅野　信一、蓮沼　洋志

菅野　清一、高橋　道也

政
策
提
言
で
き
る
議
会

北
海
道
幕
別
町

都
道
府
県
・
市
町
村
議
会

改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

上
位
入
賞
議
会

町
民
の
声
を
政
策
に

北
海
道
芽
室
町

２
０
２
５
年
度

都
道
府
県
・
市
町
村
議
会

改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

９
位
受
賞
議
会
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　令和７年第７回議会定例会は、12月４日から10日
までの７日間の会期で開催されました。
　一般会計の補正予算は約２億４千万円増額が提案
され可決し、総額は101億7473万7千円となりました。
歳出には、町体育館のメインアリーナに空調設備を設
置する費用やツキノワグマ対策として緊急銃猟等の関
連経費が計上されました。また、条例においては、令
和８年４月から開始される、いわゆる「こども誰でも
通園制度」に関する条例等が提案され、いずれも可決
されました。

 各旧小学校の修繕料のほか、旧飯坂小
学校の改修工事に係る基本設計業務委託
料等を増額するもの。

　４月１日に予定されている川俣町貸事
務所「オリナスかわまた」の開所式に係
る業務委託料を新たに計上するもの。

823万円 49万円（総事業費 約5億9,171万円）

町 有 施 設 等 管 理 費 貸 事 業 所 整 備 事 業

12月議会
Close UP

クローズアップ

12 月 議 会 で は 何 が 決 ま っ た の か ？
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補 正 予 算 の 主 な 事 業 は？

ツキノワグマ対策、町体育館メインアリーナ空調設置 etc…

　かわまた認定こども園の園庭に新たに
設置するジャングルジム１基の購入費を
新たに計上するもの。

　町道の維持補修工事費のほか、冬期間
の降雪等による倒木等の処理に対応する
ための費用を増額するもの。

114万円 3,223万円

認 定 こ ど も 園 事 業 費 道 路 維 持 修 繕 委 託 料

　町体育館メインアリーナに空調設備を
設置するための工事費等を新たに計上す
るもの。

　箱罠の購入費のほか、緊急銃猟実施に
備えた銃弾費や保険加入料等を新たに計
上するもの。

4,204万円 123万円

体 育 施 設 費（ 工 事 請 負 費 ） 有 害 鳥 獣 対 策 事 業 費

Close up 12月議会
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議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

議案の審議結果
12 月 定 例 会 回の定例会で町から提案のあった

議案は次の14件でした。それぞ
れの議案について審議が行われ、結果
は記載の通りです。

今

第87号

第88号

第89号

第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

第100号

川俣町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

川俣町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

川俣町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

川俣町選挙の公営に関する条例の一部を改正する条例

町道路線の認定について

財産の減額譲渡について

令和７年度川俣町一般会計補正予算（第３号）

令和７年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和７年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和７年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

教育委員会教育長の任命について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致

可決（全会一致）

同意（全会一致）

12月９日、定例会会期中の常任委員会では、それぞれ所管の事務調査を行いました。

総
産
務
業

常任委員会

厚
文
生
教

常任委員会

請願の現地確認の様子

請願陳情を慎重審議

　総務産業常任委員会では、請願

（町道諏訪線）の現地確認のほか、

建設中の川俣町貸事務所、消防署南

分署の建設予定地などの調査を行い

ました。

　厚生文教常任委員会では、請願、

陳情の審査の後、旧川俣幼稚園跡地

を活用した子育て世帯への宅地分譲

予定地の現地調査を行いました。
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④
消
防
署
、
防
災
無
線
な
ど
騒

音
の
説
明
は
す
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

Ａ　

①
９
，４
０
０
万
円
程
度

で
す
。

②
遊
休
町
有
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
今
後
も
検
討
し
ま
す
。

③
家
賃
へ
の
補
助
等
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

④
周
辺
環
境
の
説
明
は
き
ち
ん

と
行
い
ま
す
。　
（
財
政
課
長
）

Ｑ　

約
９
，４
０
０
万
円
か
け

て
整
備
し
た
土
地
を
４
区
画
２

８
０
万
円
（
１
区
画
70
万
円
）

で
譲
渡
す
る
の
は
町
の
損
失
で

は
な
い
か
。（
高
橋
清
美
議
員
）

Ａ　

①
町
村
合
併
70
周
年
、
そ

し
て
幼
稚
園
跡
地
で
子
育
て
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
。
安
す
ぎ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
っ
た
４

区
画
で
も
若
い
人
に
長
く
町
に

住
ん
で
も
ら
い
た
い
、
町
の
魅

力
向
上
の
た
め
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
で
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。　
（
町
長
）
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●
議
案
第
87
号

川
俣
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

【
概
要
】
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
開
始
に
伴

い
運
営
の
基
準
を
定
め
る
も
の
。

Ｑ　

①
対
象
者
数
は
。

②
通
常
保
育
へ
の
影
響
は
無
い

か
。
ま
た
、
職
員
と
の
協
議
は
。

③
保
育
料（
１
時
間
３
０
０
円
）

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

Ａ　

①
０
歳
児
が
８
名
、
１
、

２
歳
児
が
６
名
程
度
で
す
。

②
有
資
格
者
の
人
数
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、

園
長
、
主
任
保
育
士
等
と
円
滑

な
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
て
き

ま
し
た
。

③
保
育
料
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
ま
す
。（子

育
て
支
援
課
長
）

●
議
案
第
89
号

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期

末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

【
概
要
】
議
会
議
員
の
期
末
手

当
を
増
額
改
定
す
る
も
の
。

Ｑ　

県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
く
変
更
か
。
町
の
考
え
で

改
定
は
で
き
な
い
の
か
。

（
高
橋
文
雄
議
員
）

Ａ　

県
内
他
自
治
体
と
同
様
に

従
来
か
ら
県
に
準
拠
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

●
議
案
第
95
号

　

財
産
の
減
額
譲
渡
に
つ
い
て

【
概
要
】
旧
川
俣
幼
稚
園
跡
地

の
一
部
を
特
別
価
格
で
減
額
譲

渡
（
宅
地
分
譲
）
す
る
も
の
。

Ｑ　

①
旧
川
俣
幼
稚
園
の
解
体

等
費
用
は
。

②
今
後
、
他
の
町
有
地
を
宅
地

分
譲
す
る
の
か
。

③
町
営
住
宅
へ
の
補
助
等
、
子

育
て
支
援
を
他
に
平
等
に
行
う

考
え
は
。

●
議
案
第
96
号

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

【
概
要
】
※
４
～
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

①
補
正
後
の
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
。

②
仮
置
場
返
還
工
事
費
の
工
事

箇
所
は
。

③
狩
猟
技
術
向
上
等
支
援
事
業

補
助
金
の
対
象
は
。

④
震
災
対
策
・
戦
略
作
物
生
産

基
盤
整
備
事
業
負
担
金
の
内
容

は
。

⑤
道
路
維
持
修
繕
工
事
費
の
工

事
箇
所
は
。（
高
橋
清
美
議
員
）

Ａ　

①
約
11
億
２
３
０
０
万
円

で
す
。　
　
　
　
（
財
政
課
長
）

②
福
田
第
２
と
大
綱
木
仮
置
場

で
す
。（原

子
力
災
害
対
策
課
長
）

③
50
歳
未
満
で
初
め
て
狩
猟
免

許
を
取
得
す
る
方
（
１
名
分
）

で
す
。

④
県
営
で
行
っ
て
い
る
山
木
屋

の
暗
渠
排
水
工
事
の
負
担
金
で

す
。　
　
　
（
農
林
振
興
課
長
）

⑤
町
道
大
作
・
小
作
線
、
八
木

線
、
八
反
田
支
線
３
号
で
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

Ｑ　

体
育
館
の
空
調
設
備
設
置

工
事
は
来
年
度
予
算
で
は
間
に

合
わ
な
い
の
か
。

（
高
橋
文
雄
議
員
）

Ａ　

当
初
予
算
で
は
次
の
夏
に

は
間
に
合
わ
な
い
た
め
今
回
補

正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

Ｑ　

①
用
水
路
改
修
工
事
の
工

事
箇
所
は
。

②
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費

の
標
準
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
ま

で
の
期
間
は
。（石

河
ル
イ
議
員
）

Ａ　

①
小
島
字
下
大
平
地
内
と

秋
山
字
堂
ノ
前
地
内
で
す
。

（
農
林
振
興
課
長
）

②
戸
籍
関
係
の
２
業
務
は
９
月

に
切
替
が
終
了
し
、
残
り
16
業

務
は
２
月
を
目
途
に
移
行
す
る

予
定
で
す
。（
政
策
推
進
課
長
）

本

会

議

で

の

主

な

質

疑

応

答

議
員
は
ど
こ
に
注
目
し
た
か
。

補
正
予
算
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２件の請願を委員会に付託し、
審査を行いました。

受理
番号

9

10

付託委員会

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

件　　　　　名

町道諏訪線改良拡幅に関す
る請願書

地域の医師不足解消を求め
る請願書

請願者住所及び氏名

川俣町飯坂字諏訪12－3
高野　幹夫　外12名

福島市渡利字番匠町15－2
福島県民主医療機関連合会

会長　北條　　徹

紹介議員

藤原　　正
新関　善三

石河　ルイ
蓮沼　洋志

不採択

趣　旨
採　択

審査
結果

採　択

▼ 請 願 の 審 査 結 果

３件の陳情を常任委員会に付託し、
審査を行いました。▼ 陳 情 の 審 査 結 果

受理
番号 付託委員会 件　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

5

6

7

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

大規模太陽光発電（メガソーラー）に
関する意見書を県に対して提出するこ
とを求める陳情

物価上昇に見合う年金引き上げを求
める陳情書

臓器移植に関わる不正な臓器取引や
移植目的の渡航等を防止し、国民が
知らずに犯罪に巻き込まれることを防
ぐための環境整備等を求める意見書
提出の陳情

福島県岩瀬郡鏡石町不時沼217－1
よしだ総合診療・在宅ケアクリニック内
　福島県地方自治研究会

会長　吉田　孝司

福島市舟場町3－26
　全日本年金者組合福島県本部

執行委員長　佐藤　征司

東京都新宿区西新宿3－3－13
西新宿水間ビ6階

一般社団法人　中国における
臓器移植を考える会

代表　丸山　治章

●
議
案
第
１
０
０
号

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

次
の
方
の
再
任
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期
は
令

和
７
年
12
月
23
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

⃝

佐
久
間
裕
晴
氏

（
鶴
沢
字
芦
ヶ
作
）

人
事
案
件

　

議
会
だ
よ
り
１
９
５
号

９
ペ
ー
ジ
川
俣
町
個
人
情

報
保
護
審
査
会
委
員
の
一

部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）「
吉
田
敦
子
氏
」

（
正
）「
吉
田
淳
子
氏
」

　

深
く
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

採　択
意見書
提　出

採　択
意見書
提　出
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次のとおり意見書を提出しました。▼ 議 員 提 案
意　見　書　名 宛　　　　　　　　　　先

衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　財務大臣
厚生労働大臣

衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　財務大臣
厚生労働大臣

地域の医師不足解消を求める意見書

物価上昇に見合う年金引き上げを求める
意見書

議会構成が変わりました議会構成が変わりました議会構成が変わりました
　町議会においては、議会改革の取組の一環として、常任委員会等
委員の任期を２年間と定めていることから、令和７年第７回議会定
例において、新たに各常任委員会委員等の選任、委員長等の互選が
行われました。新たな委員会の構成は次の通りです。

委員長：菅野　信一　　副委員長：藤野　圭史
委　員：高橋　文雄　　作田　善輝　　新関　善三　　菅野　清一

委員長：高橋　清美　　副委員長：石河　ルイ
委　員：藤原　　正　　山家　恵子　　蓮沼　洋志　　高橋　道也

委員長：蓮沼　洋志　　副委員長：菅野　信一
委　員：※正副委員長を除く全議員

委員長：菅野　清一　　副委員長：山家　恵子
委　員：藤野　圭史　　藤原　　正　　菅野　信一　　高橋　道也
※変更ありません。

委員長：石河　ルイ　　副委員長：高橋　清美
委　員：高橋　文雄　　菅野　信一

山家　恵子　　石河　ルイ　　高橋　清美　　高橋　道也
※変更ありません。

藤原　　正　　高橋　清美
※変更ありません。

藤野　圭史　　菅野　信一

総務産業常任委員会総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

予算決算常任委員会予算決算常任委員会

広報編集常任委員会広報編集常任委員会

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

川俣方部衛生処理組合議会議員川俣方部衛生処理組合議会議員

伊達地方衛生処理組合議会議員伊達地方衛生処理組合議会議員

伊達地方消防組合議会議員伊達地方消防組合議会議員

Close up 12月議会
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議員

◦ツキノワグマ人身被害
　防止対策

菅 野 信 一
かん　 の　 しん　 いち

川俣町消防団の分団再編と消防力維持は
Q

Q

女性消防団員や機能別消防団員制度を導入しているが、
消防団員減少による消防力低下を補完できているか

消防団員定数の見直し及び分団再編の協議の進捗は

A

A

動画はこちら➡

　日中の火災発生時に対応する団
員が少ないという課題解決のため、
各分団に機能別団員を配置すると
ともに、役場内には本団を設置し
ているところです。特に本団は平
日昼間の火災には必ず出動し、い
ち早く現場に駆けつけ、初期消火

や各分団の活動補助等を行ってい
ます。また、女性団員についても、
火災対応や後方活動等に活躍いた
だいています。今後もそれぞれの
隊員の活動により消防団の消防力
維持に努めていきます。

　本町の消防団は団員が減少する
状況にあることから、よりよい消
防団活動の維持や、今後どのよう
な消防団組織が望ましいか、意見
の聞き取りを行っており、現在、
その内容を踏まえ、分団の再編に
向け協議を進めているところです。
また、分団の再編に合わせて、団

員定数の見直しについても検討し
ていきます。

その他の質問

一 般 質 問
８名の議員がまちの課題を問う!

詳 細 は ぜ ひ 動 画 を ご 覧 く だ さ い ▶ ▶ ▶

一 般 質 問 と は ？

求む
答弁!!
求む
答弁!!

Q＆A 　一般質問とは、議員が町政運営全般
にわたり執行機関（町長等）に疑問点
を質問し、答弁を求めるものです。一
般質問により所信を問い、執行機関の

政治姿勢を明らかにし、それに対する
政治責任を明確にする等により、結果
として現行の政策を変更、是正させる
などの目的と効果があります。

１日目 ２日目
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一 般 質 問

議員

◦冬期間の火災予防
◦インフルエンザ感染症

蓮 沼 洋 志
はす　 ぬま　 ひろ　 し

小中学校の教育環境の対応は
Q

Q

町 内 児 童 生 徒 の 不 登 校 の 実 態 と 対 応 は

小学校の特別支援学級と特別介助員の現状は

A

A

動画はこちら➡

　本町の不登校の児童生徒は、今
年度、小中学校合わせて10名程
度おり、憂慮すべき状況であると
認識しています。しかし、その児
童生徒は学校と連絡はできる状況
で、学校は家庭訪問を行ったり、
中学校内にスペシャルサポート
ルームを開設したり、オンライン

　川俣小学校の特別支援学級は、
知的障害特別支援学級が２学級、
情緒障害特別支援学級が２学級、
情緒障害通級指導教室が１学級の
計５学級が設置され、子どもの状
況により多様な教育活動ができる
ように学級編制を行っています。
また、川俣小学校には現在５名の

による授業や学校行事の配信を
行ったりして学習支援をしていま
す。また、福祉の専門であるス
クールソーシャルワーカーや相談
支援の専門家であるスクールカウ
ンセラーの協力も得て、チーム学
校として素早く支援する体制を整
えています。

特別支援介助員を配置しており、
普通学級に１名、特別支援学級に
は、知的障害特別支援学級に２名、
情緒障害特別支援学級に２名を配
置し、授業中の学習支援を中心に、
校外活動の引率支援、必要に応じ
た身辺介助などにあたっています。

その他の質問

議員

◦読書の推進

山 家 恵 子
やま　 が　 けい　 こ

小・中学校体育館及び町体育館へのエアコン設置は
Q 熱中症リスクへの対策とエアコン設置の必要性は

A

動画はこちら➡

　小中学校では、町教育委員会が
作成した学校熱中症対策ガイドラ
インに基づき対応しています。川
俣町体育館については、メインア
リーナ、サブアリーナ及びトレー
ニング室に暑さ指数測定器を設置
し、事務所でリアルタイムに数値
を把握し、暑さ指数を勘案しなが
ら温度調整を行っています。小中
学校体育館については、児童生徒
の学習、生活の場であり、町の体

育館についても健康増進や交流の
重要な拠点であり、災害時の指定
避難所に指定されていることから、
各体育館へのエアコン設置は望ま
しいものと考えています。なお、
川俣町体育館のメインアリーナに
ついては、本定例会の令和７年度
川俣町一般会計補正予算第３号に、
エアコン設置関係予算を計上させ
ていただきました。

Q 具 体 的 な ス ケ ジ ュ ー ル と 優 先 順 位 は

A 　小中学校体育館及び町体育館へ
のエアコン設備の設置については、
今年度は、川俣町体育館メインア
リーナへの設置を進め、来年度以
降には小中学校体育館への設置を

順次進めていきたいと考えていま
す。川俣町体育館以外の町体育館
へのエアコン設備の設置について
は、今後、町部局とも協議しなが
ら検討していきます。

その他の質問
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議員

議員

◦メガソーラー等大規模開発の
　規制基準をつくるべきでは
◦原子力災害被害者に対する
　住民支援は万全か

◦第 6次振興計画

菅 野 清 一
かん　 の　 きよ　 かず

高 橋 文 雄
たか　 はし　 ふみ　 お

自治会担当職員制度の活用は

町 政 懇 談 会 に つ い て

Q

Q

Q

Q

こ れ ま で の 成 果 と 課 題 は 何 か

クリーン作戦、側溝清掃等を町民と町職員が一緒に行う考えは

担当職員は地域の実態をどれだけ把握しているか

移住・定住の実績と移住者・求職者の詳細は

A

A

A

A

動画はこちら➡

動画はこちら➡

　この制度は地域と行政によるま
ちづくりを推進するために、各職
員が担当する自治会を支援するも
のとして定めたものです。この制
度により、各種計画等の策定時に
担当職員が懇談会等に参加し、町
振興計画や地域福祉計画において、
地区ごとの状況把握などに関わる
など、担当地区の課題や住民の理

　町の環境保全は、地域の皆様の
ご理解とご協力の下、クリーン作戦
等の環境美化活動により推進して
います。地域の生活環境は地域の
皆様の活動により維持されていく

　担当職員は町政懇談会や自治会
総会への参加を通して、地域にお
いてどのような課題があるかにつ
いて把握に努めているところでご
ざいます。また、担当職員として
だけではなく、町職員としてそれ
ぞれの担当業務などで町民の方々

　令和７年９月末現在の移住者内
訳は、県外から179名、町外から
171名、合計350名の方が町内に
移住しています。移住元地域として、
首都圏からの移住者が一番多く、
次いで近隣県からの移住者が多
い傾向です。年齢別では、10代か
ら30代までの割合が60％超で、子
育て世代の移住者層が多い傾向で
す。町移住・定住促進中期戦略で
は、今年度までの５年間の目標値と

解につなげ、各計画へ反映してき
ました。また、町職員と地域の垣
根を越えた関係づくりに大変大き
な役割を果たしたものと考えてい
ますが、各職員が、地域との関わ
りの持ち方や職員の意識づけをど
のようにすべきか、検討の余地は
あるものと考えます。

ことを基本として、地域の皆様に
は、自発的に参加いただいていま
す。町職員の参加についても同様
の考えで、地域住民としての立場で
自発的な参加を呼びかけています。

と接する中で、何を求めているか
についても把握に努めているとこ
ろでございます。

して、県外からの移住者数を200
名としており、本年度中に目標値を
達成できる見込みです。また、令和
５年度から移住者向け求人の発掘
に取り組んでおり、町内事業者に
対し求人広告掲載手続の支援など
を行ってきました。これまで町内事
業者67社、合計110名の求人募集
をし、採用者は68名（町外採用者
数40名）です。

その他の質問

その他の質問
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一 般 質 問

議員

議員

◦町民が安心できる町道管理
◦投票権の保障
◦子どもの健やかな成長
　のための取組

◦有害鳥獣対策
◦スクールバス利活用

石 河 ル イ
いし　 かわ

藤 野 圭 史
ふじ　 の　 けい　 じ

農林振興の持続的取組を

インフラ維持管理について

Q

Q

米増産を目標とした取組、町内農家に備蓄支援する考えは

老朽化対応と優先順位はどのように考えるか

A

A

動画はこちら➡

動画はこちら➡

　今般の米不足問題を受けた令和
７年産米は、約90％が主食用米
の作付となっており、生産者の主
食用米生産の意欲が高まっている
ことが伺えます。今後も、市場の
動向等を注視し、県やＪＡ等の関
係機関と連携し、引き続き、需要
に応じた米の生産を推進したいと

　道路及び橋梁の老朽化対策につ
いては、国の基準に基づき、定期
的に点検を実施し、健全度評価に
より劣化状況を把握し、予防保全
を基本とした維持管理に取り組ん
でいます。修繕・更新の優先順位
は、安全性、路線・橋梁の重要性、
劣化の進行度、コスト効果、地域
の通報・要望などを総合的に判断
して決定していますが、安全性に

考えます。また、ブランド米生産
については、県トップブランド米
である「福、笑い」を推進するこ
ととしています。町内各農家での
米の備蓄については、国の備蓄米
制度があることから、町として支
援する考えはありません。

支障が生じるおそれがある箇所に
つきましては、緊急性を最優先し
対応しています。また水道管の老
朽化対策についても、経過年数や
管種による緊急性の高い箇所のほ
か、町上水道耐震化計画に基づき、
震災時の防災拠点や避難所、医
療・福祉施設へ接続される水道管
の耐震化を優先に順次取り組んで
います。

Q

Q

用水路の改修整備の要望箇所数と改修進捗状況は

今後の財源確保策をどのように考えるか

A

A

　町では、農業生産性の向上、防
災機能の強化や環境保全等を目的
として、毎年度、用水路を改修し
ています。特に、近年多発してい
る局地的豪雨等の影響により、改
修要望は増加傾向にあります。要
望箇所数と改修の進捗状況につい
ては、緊急性の高い箇所から順次

　インフラの維持管理については、
限られた財源の中で効果的に対応
していかなければならないと理解
しているものの、町単独の財源だ
けでは十分な対応が難しい状況に
あることから、国の支援が不可欠

改修を行っており、改修整備要望
箇所数は現在15か所で、そのう
ち、今年度改修が完了した箇所数
は５か所です。また、本定例会で
も、用水路改修のための補正予算
を計上しており、今後も、県の補
助金等の活用も視野に入れながら
用水路の改修を進めていきます。

であると考えています。そのため、
社会資本整備総合交付金をはじめ
とした国の補助制度の拡充や地方
財政措置の強化について、国に
対して積極的に要望を行ってい
きます。

その他の質問

その他の質問
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一 般 質 問

議員

◦川俣高校の魅力向上
◦移住・定住の状況

高 橋 清 美
たか　 はし　 きよ　 み

町 の 広 報 活 動 は
Q 古 関 裕 而 氏 に 係 る Ｐ Ｒ 活 動 は

A

動画はこちら➡

　古関裕而氏は、青春時代を本町
で過ごされ、「川俣町民の歌」
「川俣音頭」「川俣町立川俣中学
校校歌」を作曲するなど、本町と
大変深いゆかりがあります。町で
は、本町に在住していた際に、後
に妻となる愛知県豊橋市で暮らし
ていた内山金子氏と手紙のやり取

りを通して結ばれたことにちなん
で、道の駅かわまた内に設置した
川俣エールポストを活用し、７月
には、ふみの日に川俣郵便局と連
携し、川俣エールポストイベント
を開催するなど、古関裕而氏との
ゆかりにちなんだ取組を行ったと
ころです。

Q コスキン祭 50 周 年 に向けた町の取組は

A 　コスキン・エン・ハポンは、第
１回が開催された昭和50年から
数え、今年で50年の節目を迎え
ましたが、令和元年東日本台風や
新型コロナウイルス感染症によ
り中止した期間があり、令和９
年10月に50回を迎える予定です。
主催者であるノルテ・ハポンでは、

50回目の記念事業として、1,000
人がケーナで花祭りを演奏する計
画を立てています。町は、ケーナ
の響くまちづくり実行委員会を
通し、1,000人ケーナ演奏、及び、
それらに付随する事業について計
画を立て盛り上げていく予定です。

その他の質問

議 会 活 動 報 告

10
月

11
月

4日
5日
6日

7日
8日

11日
14日
17日
20日
21日
22日

23日
24日
28日

認定こども園運動会
川俣町芸能祭（議長）
総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
第６回臨時会
議会運営委員会
厚生文教常任委員会所管事務調査報告会
コスキン・エン・ハポン2025開会式（議長）
広報編集常任委員会
全員協議会、広報編集常任委員会
町村議会議員研修会
川俣方部衛生処理組合議会定例会
宮崎県三股町議会視察来庁
ふくしま田園中枢都市圏議会議長連携推進
協議会　令和7年度会議（議長）
総務産業常任委員会所管事務調査報告会
川俣町表彰審査会
伊達地方消防組合議会定例会
伊達地方衛生処理組合議会定例会

1日

2日
4日

町文化祭開会式（議長）
発明・くふう展表彰式（議長）
川俣町消防団秋季検閲
議会運営委員会所管事務調査（６日まで）

12
月

6日
9日

18日
21日
22日
23日
26日

認定こども園保育発表会
総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
山形県遊佐町議会視察受入
二本松市合併20周年記念式典（議長）
伊達地方消防組合議会臨時会
伊達郡町村議会議長会合同会議
伊達地方衛生処理組合議会臨時会

8日

10日
12日
13日
14日
17日
19日
21日
25日
26日
27日
28日
30日

文化団体連絡協議会創立50周年記念式典
及び講演会（議長）
伊達地方衛生処理組合議会臨時会
広報編集委員会所管事務調査（14日まで）
川俣シャモ供養祭
千葉県南房総市議会行政視察来庁（議長）
議会運営委員会、全員協議会
東楯会50周年記念式典（議長）
町表彰式（副議長）
町交通対策協議会
総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
消防団正副分団長懇談会（議長）
女性大会（議長）

12月４日～10日は第７回議会定例会開催
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オプヒ・フラサークル・ロケラニ
代 表 者：櫻井恵美子さん
活 動 日：毎週１回
連 絡 先：川俣町大字鶴沢字川端30－19
電話番号：024－538－2311
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議 員 が 町 の『 い ま 』 を 取 材 し お 伝 え し ま す！

どんなどんな
団体ですか？団体ですか？

 主な 主な
活動内容は？活動内容は？

今後の今後の
展望は？展望は？

町や議会に町や議会に
望むこと望むこと

　私達のサークルは、フラダンス等の踊りの習得に汗を流しています。サークルは、
2012年（平成24年）に結成され、現在、50代から70代の女性、約15人で活動しています。

　習得した踊りを高齢者施設等でのボランティア活動や芸能
祭等で披露し、喜ばれています。講演依頼は年間10回程度
あります。
　サークルの活動を通じて「健康増進」と「仲間づくり」が
目標です。

　（ほとんどが年金生活者の割には、）明るく
元気なところをモットーに活動を続けていきた
いです。いつか、皆で本場ハワイのフラを観て
みたいです。できれば一緒に踊ってみたいです。

　練習する場所の地区公民館等は音響装置が無
かったり、壊れていたりすることがあり、練習
に困ることがあるので、公民館の施設整備と、
公民館の利用（空き）状況等が分かるようにし
て欲しいです。
　また、議会には「町民の健康寿命を延ばすよ
うな施策」をどんどん町に要望して欲しいです。

第18回

菅野　信一 議員

取 材 し た 議 員 か ら ひ と 言
　毎年、福沢地区芸能祭（スプリン
グフェスタinふくざわ）でも華やか
なステージで会場を盛り上げている
サークルの皆さん、これからも年齢

を感じさせない華麗なフラダンスを
期待しています。
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楽しく
　子育てができる町

3
鉄炮町　古市　咲さん

編
集
後
記

No
196

町 民 の 声 月議会傍聴のご案内

みなさんの傍聴をお待ちして
います。
議会ホームページからライブ
中継、録画配信もご覧いただ
けます。

郷を離れていた私には、何も無い田舎、川
俣町で子育て…想像もつきませんでした。

　そんな私が今楽しく安心した環境で子育てがで
きているのは、周りの方々の手厚いサポートと町
の充実した制度のおかげだと思っています。息子
が未就園児時に活用した「はらぺこクラブ」や

「ファミサポひろば」皆さん自分の孫の様に子ど
ものお世話をしてくださり私達ママへの声かけも
忘れません！
　初めての子育てで毎日不安との戦いだった私に
とって経験のあるお母さん方と話せる場は心の拠
り所でした。今でも町中で会うとはしゃいでしま
うほどです。
　少し前に色々な事が重なってしまう時期があり、
そんな時、ちゃばたけの副理事長で私の恩師でも
ある方から背中を押していただき息子のこども園
入園を決めたという出来事もありました。川俣町
で子育て事業に携わっている方々、子育て支援課
の方々、皆さんが温かく親身に寄り添ってくださ
るお陰で毎日楽しく子育てができているのだと
日々実感します。
　天気が良い日は、外で思いっきり遊ばせてあげ
たい気持ちになりますが今現在そういった場所が
無く困っています。自然豊かな川俣町と子ども達
も仲良くなれるような場所が屋外にもあったら良
いなぁと思います。
　私が何も無いと感じていた故郷は、人とのつな
がりの大切さや温かさで溢れていたこと。息子に
教えてもらいました。ありがとう。

３月５日㈭～１9日㈭は
３月定例会を予定しています。
なお、一般質問は６日と９日です。

故

　１月20日、第１回臨時会が開催されました。
町から補正予算１件（２億7,175万5千円の増
額）が提案され、可決されました。この補正予
算により、物価高騰対策くらし応援商品券（一
人20,000円）の配布と、物価高対応子育て応
援手当（こども一人あたり20,000円）が実施
されることになります。なお、商品券の発送は
２月下旬から開始される予定とのことです。

令和８年

第１回臨時会開催

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

今回配布される商品券のイメージ
１人20,000円分が配布されます

見本


